
平成20年度鳥取県営病院事業

決算概要説明資料

病 院 局



病 院 局
１ 収益的収入及び支出（税込額）

(単位：百万円)

平成20年度 平成19年度 差 引

(A) (B) (A)-(B)

中 央 病 院 9,601 9,531 70

厚 生 病 院 5,299 4,952 347

○入院収益の増 (+206百万円)
○外来収益の増（+180百万円）

○負担金交付金の減（△96百万円）
○その他医業外収益の増（+66百万円）

○その他特別利益の増（厚生病院：+44百万円）

中 央 病 院 9,377 9,439 △ 62

厚 生 病 院 5,789 5,553 236

○給与費の増(+414百万円)
○材料費の減（中央病院：△198百万円）

○ 雑損失の増(+73百万円)

○ その他特別損失の増（厚生病院：△200百万円)

注：病院内訳は、病院局総務課の費用を除く

（H20:123百万円、H19:103百万円)

中 央 病 院 205 92 113

厚 生 病 院 △ 504 △ 601 97

中 央 病 院 607 526 81

厚 生 病 院 △ 150 △ 132 △ 18

平成２０年度鳥取県営病院事業決算概要

増 減 理 由

医 業 費 用 14,635 14,293 342

医 業 収 益

医 業 外 収 益 △ 24

54

15,095 194

特 別 利 益 57 3

病 院 事 業 費 用 15,289

区 分

14,900 14,483

1,865 1,889

417病 院 事 業 収 益

12,978 12,591 387

医 業 外 費 用 542 452 90

特 別 損 失 112 350 △ 238

63

(収入－支出) △ 389 △ 612 223

実 質 資 金 収 支

(税抜額) 457 394

純 損 益

※実質資金収支
減価償却費等の資金を伴わない
費用を除いた収支差。資本的収支
の不足額の充当財源となる。



２ 資本的収入及び支出（税込額）
(単位：百万円)

平成20年度 平成19年度 差 引

(A) (B) (A)-(B)

1,548 1,954 △ 406

企 業 債 725 1,380 △ 655 建設改良費に充当

負 担 金 659 573 86

固定資産売却
代 金

0 0 0

補 助 金 164 1 163

2,160 3,260 △ 1,100

設備改良費 （ 10百万円)
資産購入費 (803百万円)
建設仮勘定 (128百万円)

企業債償還金 1,219 1,004 215

他会計からの
借入金償還金

0 810 △ 810 H19：一般会計からの借入金返還

△ 612 △ 1,306 694

中 央 病 院 △ 326 △ 1,081 755

厚 生 病 院 △ 286 △ 225 △ 61

○主な建設工事
厚生病院改築等工事【84百万円】

○主な設備改良工事
中央病院リニアック室改修工事【29百万円】
中央病院新生児集中治療室後方病室整備工事【10百万円】
中央病院本館等耐震性向上に係る基本計画策定【12百万円】

○主な医療機器（１件１千万円以上）
〈中央病院〉
放射線治療システム【237百万円】
既設の磁気共鳴画像撮影装置の機能向上に係る機器【75百万円】
乳房装置コイル【12百万円】
〈厚生病院〉
MRI装置用乳房撮影コイル【15百万円】
自動汚物容器洗浄消毒装置【10百万円】
内視鏡外科手術システム【11百万円】
デジタルガンマカメラシステム【48百万円】

３ 欠損金の状況（税抜額）
当年度（20年度）純損失
前年度繰越欠損金（前年度までの累積欠損金）
当年度未処理欠損金（当年度末の累積欠損金）

398百万円
13,466百万円
13,864百万円

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

区 分 備 考

△ 505

収 入 － 支 出

建 設 改 良 費 941 1,446


